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1000円分のクーポンメールを�
お送りいたします。�

右のQRコードからアクセスし
て空メールを送るだけ！�
お得なセール情報・キャンペー
ンをメールでご案内させていた
だきます。�

�563-5533
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デジカメプリント価格表(税込)

写真サイズ Lサイズ�

1～20枚�

21～100枚�

101～200枚�

201～499枚�

500枚以上�

※上記の価格は一度にご注文頂く

場合の価格です｡�

有料広告

【
７
月
７
日
�
】

◎
神
　
事
・
神
幸
祭

し
ん
こ
う
さ
い

〈
八
雲
神
社
〉

▽
午
前
10
時
30
分
〜

【
７
月
７
日
�
〜
10
日
�
】

〈
市
民
プ
ラ
ザ
前
庭
〉

◎
宵よ
い

宮み
や(

前
夜
祭)

●
ビ
ア
カ
フ
ェ
ほ
か

▽
午
後
５
時
〜
９
時

●
郷
土
芸
能
奉
納(

10
日
�)

・
旭
町
お
は
や
し
保
存
会

・
中
宿
万
作
芝
居
保
存
会

▽
午
後
５
時
〜
９
時

【
７
月
11
日
�
】

『
夏
ま
つ
り
歩
行
者
天
国
』

◎
宮
み
こ
し
渡
御

▽
午
後
２
時
〜
４
時

〈
市
民
プ
ラ
ザ
前
か
ら
出
立
〉

◎
郷
土
芸
能
奉
納
　

▽
午
後
４
時
15
分
〜
５
時

・
下
手
子
林
獅
子
舞
保
存
会

・
下
岩
瀬
白
山
太
鼓
保
存
会

・
東
大
和
町
お
は
や
し
保
存
会

・
羽
生
鳶
組
合

・
桑
崎
獅
子
舞
保
存
会

◎
よ
さ
こ
い
羽
生

▽
午
後
５
時
40
分
〜
６
時
10
分

〈
は
な
み
ず
き
通
り
〉

◎
ま
ち
み
こ
し
の
渡
御
　

▽
午
後
６
時
〜
９
時

〈
市
民
プ
ラ
ザ
前
か
ら
出
立
〉

【
７
月
12
日
�
】

◎
還か
ん

幸こ
う

祭さ
い

〈
市
民
プ
ラ
ザ
か
ら
八
雲
神
社
〉

▽
午
後
１
時
〜
２
時

※
本
来
、
お
祭
り
は
御
神
体(

お
み
こ
し)

が
神
社
か
ら
出
立
す
る
『
神
幸
祭

し
ん
こ
う
さ
い

』
に
始
ま

り
、
お
祭
り
期
間
経
過
後
に
神
社
に
帰
還

す
る
『
還
幸
祭
』
で
締
め
く
く
ら
れ
ま
す
。

今
年
も
羽
生
夏
ま
つ
り
で
は
、
宮
元
の
祭

事
と
し
て
こ
の
神
幸
祭
・
還
幸
祭
を
執
り

行
う
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
こ
ち
ら
も
ぜ

ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

白
い
法
被
に
豆
絞
り
。
威
勢
の
い

い
「
わ
っ
し
ょ
い
、
わ
っ
し
ょ
い
」

の
掛
け
声
と
と
も
に
、
心
わ
き
躍
る

羽
生
夏
ま
つ
り
が
や
っ
て
き
ま
す
。

こ
の
祭
り
は
、
も
と
も
と
八
雲
神

社
（
中
央
４
丁
目
）
の
例
大
祭
で
、

江
戸
時
代
初
期
に
始
ま
っ
た
と
さ
れ

て
い
ま
す
。
明
治
、
大
正
、
昭
和
、

そ
し
て
現
在
へ
と
祭
り
好
き
の
町
衆

に
よ
っ
て
長
い
年
月
を
伝
承
さ
れ
て

き
ま
し
た
。

各
町
内
に
よ
る
11
台
の
お
神
輿
と

２
台
の
山
車
が
会
場
内
を
練
り
歩

き
、
浴
衣
を
着
た
子
ど
も
た
ち
や
大

勢
の
家
族
連
れ
な
ど
で
賑
わ
い
ま
す
。

ま
た
、
見
事
に
復
活
し
た
宮
み
こ

し
（
お
ん
な
天
王
）
の
渡
御
も
行
わ

れ
ま
す
。
江
戸
時
代
中
期
に
奉
納
さ

れ
た
と
言
わ
れ
る
宮
み
こ
し
は
、
百

人
前
後
で
な
け
れ
ば
担
げ
な
い
大
み

こ
し
で
す
。
若
い
担
ぎ
手
が
少
な
く

な
っ
た
こ
と
と
神
輿
の
老
朽
化
が
進

ん
だ
た
め
、
三
十
数
年
間
も
担
が
れ

る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

し
か
し
、
復
活
を
望
む
人
た
ち
に

よ
っ
て
、
六
年
前
に
修
復
さ
れ
ま
し

た
。
太
い
飾
り
紐
と
漆
塗
り
の
高
い

屋
根
、
大
き
な
鳳
凰
（
ほ
う
お
う
）

は
、
見
る
も
の
を
圧
倒
す
る
も
の
が

あ
り
ま
す
。

ま
た
、
今
年
は
神
輿
の
渡
御
の
ほ

か
、
山
車
の
叩
き
合
い
や
伝
統
芸
能

の
奉
納
な
ど
も
行
わ
れ
ま
す
の
で
、

ぜ
ひ
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。


